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市政だより 「一法律相談日

11月 18日 (木〉

9時30分""15時

市役所市民相談室

お気軽にどうぞ

illlllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111¥111111¥11¥111111111111111¥1111111111111111¥l111111I1111111111111111111![[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[11[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[1[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[ 

O 

V 

乙

乙

を

と

じ

て

く

だ

さ

し、

菊を囲んで喜びの全校生徒と先生たち

~'J(是
々怜 当主

O 

照るにつけ、曇るにつけ、毎日毎日が心配だった菊の苗

日一日とのびてゆく姿を見つめては、病気ではないか、虫

はいないかと、みんなが努力し、 励ましあった六カ月。

ひたむきな菊への愛情は、みんなの心にとけ乙んで、友

情の輪となり、 勉強への力となって、みごとに咲かせたぼ

くの菊、わたしの菊。

きょうまでの乙の苦労は、生徒たちが始めて味わった尊

い経験であり、喜びでもあったでしょう。

情操教育の一環として学校長をはじめ七人の先生が一体

となって、りっぱに生徒たちの心にも情操教育の花を咲か

せました。

山深い大多武の校庭には、きょうもまた新しい大輸の菊

がつぎつぎと咲き誇って花いっぱい運動にも役立ってい

ます。
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毎月 1日・J5日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所

実った情操教育

ぼくの菊わたしの菊

東大村小学校
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りおおむ

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

向
上
を
は
か
り
、
火
災
の
発
生
防

止
と
人
命
損
傷
事
故
の
絶
滅
を
期

す
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。⑫
本
市
の
重
点
実
施
事
項

ι

…J
J
r
1
1
H

川
刈
刈
利
引
刈
山
川
川
引
川
川
一

付
親
子
の
防
火
会
議
の
実
施
一
…

C
K
D一生
…一¥

司

町

}

ま

一
一
¥寸
一
パ
り

t
Mト
L
A
R-トレ
Ul--一

公
民
館
及
び
子
ど
も
会
活
動
を

一戸一王山町ー宗

通
じ
親
子
の
防
火
座
談
会
及
び
少
一
¥
一

色

じ

ま

三

台

。

長

一
一

ま

う

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
は
か

つ一
一
一
二

系

支

l
弐

v
g
t
一-一
三

力
を
お
願
い
し

ま

す

。

最

近

、

犬

の

放

し
飼
い
が
ひ
ど

同
防
火
管
理
に
関
す
る
ア
ン
ケ
く
、
特
に
夜
に
な
る
と
集
団
で
群

i
ト

調

査

を

な

し、

人
畜
、
農
作
物
や
ゴ
ミ

「

l
l」
菊

か

お

る

西

川

茂

氏

田

崎

官官
作
氏

l

一

紅

白

十
一
月
一

日

東
大
村
小
学
校
創
立
以
来

学

校

松

原

小

学

校

の
教
材
教
具
並
び

川

川

る

れ

市
教
育
委
員
医
と
し
て
児
童
の
健
康
管
理
と
体
に
諸
施
設
に
多
額
の
私
財
を
寄
贈

山

川

'う

H

ヲ

会
は
、
昭

和

位

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
さ
れ
ま
し
た
。

川

J
F
3
四
十
六
年
度

内

出

弥

勤

寺

公

民

館

山

下

ツ

子

氏

川

え

]

の
教
育
功
労

ζ

渡
辺
イ
ツ
ヱ
氏

z
z

公
民
館
の
組
織
運
営
の
改
善

，

t
同

者
表
彰
式
を

l

森

ア

ヤ

子

氏

川

は

.γ
市
役
所
大
会

つ
と
め
部
落
に
お
け
る
生
涯
教
育

原
田
ツ
ヤ
氏

川

一

新

w

議
室
で
お
乙
を
推
進
さ
れ
顕
著
な
成
請
を
あ
げ
三
十
年
の
長
き
に
わ
た
り
児
童

山

川

「
l
L

な

い

ま

し

た

ら

れ

ま

し

た

。

生

徒

の
教
育
に
専
念
さ
れ
ま
し
た

川

市政だより

火
災
多
発
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
国
民
一
人
一
人
の
防
火
意
識
の

⑨ 

応

待

dち

{ま

市
内
の
収
容
人
員
五
十
名
以
上

の
防
火
対
象
物
を
対
象
に
調
査
い

た
し
ま
す
。

伺
一
般
家
庭
の
移
動
防
火
相

談
皆
さ
ん
の
家
庭
の
火
気
使
用
設

備
、
器
具
は
安
全
で
し
ょ

う
か。

消
防
職
員
が
皆
さ
ん
の
家
庭
を

訪
問
し
て
相
談
を
受
け
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

四
「
消
防
の
時
間
」
の
設
定
期

間
中
毎
日
午
後
九
時
を

「
消

た

力、

た

防
の
時
間
」

と
定
め
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴

し

ま

す

の

で
、
火
の
元

の
点
検
、
確

認
な
ど
を
励

行
し
て
く
だ

，、F

、。
E
L曹

高令者医療費の

な
お
、
十
一
月
二
十
六
日
は
午

前
八
時
に
演
習
召
集
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
ま
す
。

箱
な
ど
を
荒
ら
し
て
い
る
事
例
が

多
く
な
り
ま
し
た
υ

乙
れ
は
、

一
部
犬
の
飼
い
主
が

条
例
の
規
定
を
守
ら
ず
勝
手
に
放

し
飼
い
を
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

乙
の
放
し
飼
い
が
も
と
で
、
犬

が
い
っ
た
ん
野
犬
化
す
る
と
狂
暴

に
な
り
、
な
か
な
か
捕
獲
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

他
人
に
被
害
を
与
え
る
前
に
、

も
う
一
度
お
宅
の
犬
は
条
例
違
反

を
し
て
い
な
い
か
確
か
め
て
く
だ

さ
い
。

IL' 

で

支給開始

十
月
中
に
医
療
機
関
に
支
払
わ

れ
た
一

部
負
担
金
に
つ
い
て
、
次

の
期
間
中
に
支
給
い
た
し
ま
す
の

で
印
鑑
(
請
求
書
に
な

っ
印
の
も

の
と
同
じ
も
の
)
ど
持
参
の
う
え

市
役
所
会
計
課
支
払
窓
口
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

十
一
月
二
十
五
日

自

放
し
飼
い
の
犬
は

捕

獲

し

ま

す。
不
用
犬
回
収
日
は
、
十
四
日
と

毎
週
、
火
曜
日
、
令
曜
日
の
午
前

中
で
す
。

不
用
犬
は
定
め
ら
れ
た
日
に
、

「
お
り
」
に
入
れ
る
よ
う
ど
協
力

く
だ
さ
い
。

家
庭
へ
の
訪
問
回
収
は
い
た
し

か
ね
ま
す
の
で
ど
了
承
く
だ
さ
い

堀
之
内
君

(
中
央
小
)

山
口
さ
ん

至
十
一
月
三
十
日

な
お
社
会
保
険
の
中
で
付
加
給

付

(
あ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
機

関
か
ら
還
付
さ
れ
る
も
の
)
の
分

に
つ
い

て
は
一
部
負
担
金
と
し
て

支
払
っ
た
金
額
か
ら
差
引
い

て
支

給
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

作

付

は

境
界
柱
の
内
側
で

!
富
の
原
地
区
!

富
の
原
地
区
に
お
け
る
測
量
も

現
地
の
移
動
作
業
に
取
り
か
か
る

乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
ま

き
付
け
、
植
え
付
け
な
ど
は
、
新

し
い
境
界
柱
の
内
側
に
さ
れ
る
よ

う
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

(
大
村
小
)

読
書
感
想
発
表
大
会
大
村
代
表
に

読
書
週
間
の
行
事
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
長
崎
県
児
童
読

書
感
想
発
表
大
会
の
大
村
地
区
予

選
会
は
十
月
二
十
九
日
中
央
公
民

館
で
十
七
名
の
各
小
学
校
代
表
児

童
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ

ま
ほ
う
の
計
算

堀
之
内
公
一
君
(
中
央
小
三
年
)

「
天
正
の
少
年
使
節
」
を
読
ん
で

山
口
広
美
さ
ん
(
大
村
小
五
年
)

が
県
大
会
に
出
場
す
る
乙
と
に
な

灼
J
t
?し
ゃ
ん
。
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⑨ 

大
村
駅
の
手
荷
物
、

小
荷
物
は
従
来
ど
お
り

大
村
駅
の
手
荷
物
と
小
荷
物
は

従
来
ど
お
り
取
り
扱
っ

て
お
り
ま

す

(
十
一

月

一
日
号
市
政
だ
よ
り

で
取
り
扱
い
廃
止
と
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
)

新
年
名
刺
交
換
会

正
月
二
日
に
変
更

り

例
年
元
日
に
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
二
日
に
変
更
し
て
行
な
い
ま

す。日
時

おおむ

昭
和
四
十
七
年

一
月
二
日

午
前
十
一
時

場
所

市
民
会
館

会
費

三

百

五
十
円

申
し
込
み
十
二
月
十
日
ま
で
に

市
役
所
総
務
課
へ

市政だより

植
松
保
育
園
増
設

社
会
福
祉
法
人
植
松
保
育
園
で

は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二

階
建

(建
坪
二
八
八
平
方
メ
ー
ト

ル
)
の
園
舎
を
増
築
中
で
し
た
が

九
月
末
に
竣
工
、
十
月

一
日
か
ら

(3) 

応

待

{ま

従
来
の
定
員
六
十
人
を
三
十
人
増

加
し
て
九
十
人
に
し
ま
し
た
。

入
所
の
申
し
込
み
は
同
園
ま
た
は

福
祉
事
務
所

へ

駐

車

場

開

設

東
本
町

(
九
電
大
村
営
業
所
跡

地
)
に
建
設
中
の
公
営
有
料
駐
車

場
は
十
一

月
中
旬
完
成
の
予
定
で

す
が
、
完
成
次
第
営
業
し
ま
す
。

営
業
時
間

午
前
八
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で

な
お
、
し
ば
ら
く
の
問、

午
後
十

時
か
ら
翌
日
午
前
八
時
ま
で
は
無

料
開
放
し
ま
す
。

駐
車
料
金

別
表
の
と
お
り

駐
車
で
き
な
い
車

⑨
パ
ス
、
大
型
貨
物
自
動
車

A
W
発
火
性
ま
た
は
引
火
性
の
物
品

を
積
載
し
て
い
る
車

⑨
駐
車
場
の
施
設
を
き
損
す
る
恐

れ
の
あ
る
車

金

品添生全¥!最招laz号、と
50円

51雪Jと署内車 40円 40円
81軽 自 動 車 30円 30円
41普通 トラック 50円 50円
12輪車 20円 20円

料車島主

宍
い

れ

な

パ
リ
『
木
の
十
字
架
少

年
合
唱
団
』
大
村
公
演

が
せ
ま
り
ま
し
た

早
め
に
入
場
券
(
全
席
指
定
)
を

お
求
め
く
だ
さ
い
。

お
尋
ね
は
社
会
教
育
課
へ

十
二
月
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

A
V

一
日
か
ら
三
日
ま
で

A
V
六
日
か
ら
十
日
ま
で

A
V
十
三
日
か
ら
十
八
日
ま
で

A
W
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
事
業
費
ヘ

ム
古
町
五
八
九
の
田
中
玉
子
さ
ん

は
亡
長
男
興
紀
さ
ん
の
忌
明
け

に
当
た
り
金
一

封
を

ム

一
の
郷
二
五
高
辻
土
太
郎
さ
ん

は
病
気
見
舞
金
の

一
部
を
快
気

祝
と
し
て
金

一
封
を

ム
上
小
路
町
の
野
本
ヒ
サ
子
さ
ん

は
亡
夫

一
さ
ん
の
忌
明
け
に
当

た
り
金
一

封
を

ム
黒
丸
郷
五

一
二
の
浜
カ
ズ
ヱ
さ

ん
は
亡
夫
三
男
さ
ん
の
忌
明
け

に
当
た
り
金
一

封
を

ム
幸
町
六
四
の
森
福
治
さ
ん
は
市

か
ら
受
け
ら
れ
た
敬
老
金
の
う -、ー

と

{ま

7? 

ち
か
ら
金
一
封
を

ム
市
内
玖
島
郷

一
九
七
の
こ
の
福

島
正
喜
さ
ん
は
亡
妻
サ
ク
さ
ん

の
忌
明
け
に
当
た
り
金

一
封
を

ム
市
内
原
口
郷

一
O
六
七
の
永
富

潔
さ
ん
は
亡
母
ト
ミ
さ
ん
の
忌

明
け
に
当
た
り
金
一
封
を

ム
市
内
諏
訪
七
区
一
号
の
北
川
サ

ワ
さ
ん
は
亡
夫
七
郎
さ
ん
の
忌

明
け
に
当
た
り
金
一
封
を

ム
市
内
森
園
郷
海
自
官
舎
四
四
号

稲
毛
豊
昭
さ
ん
は
亡
妻
赫
子
さ

ん
の
忌
明
け
に
当
た
り
金
一

封

を
清
和
国
へ

ム
大
村
市
農
協
、
雑
誌
四
冊

ム

西
本
町
岩
永
満
子
さ
ん
、
菓
子
九

十
五
袋
、
男
物
パ
ン
ツ
十
二
枚
、

ス
テ
テ

コ
十
二
枚
、
タ
オ
ル
十
九

枚
、
せ
っ
け
ん
十
九
個

ム
諏
訪

町
森
晃
さ
ん
、
ト

マ
ト
十
一
キ
ロ

ジ
ュ
ー
ス
十
七
本
、
ラ
ム
、
不
十
三

本
、
ヤ
ク
ル

ト
三
十
五
本
ム
西

大
村
小
学
校
六
年
二
組
、
寒
暖
計

一
個
、
花
び
ん
一
個
、
盆

一
個
、

花
一
束
、
千
羽
鶴

一
個
、
歌
、
あ

ん
ま
、
そ
う
じ
ム
西
本
町
今
川

忠
義
さ
ん
、
演
芸
慰
問
、
菓
子
十

四
キ
ロ
ム
大
村
高
校
二
年
生
、

茶
、
風
鈴
一
個
、
歌
そ
の
他
ム

本
町
山
口
武
夫
さ
ん
、
雑
誌
二
百

(市
民
運
動
推
進
協
議
主
)

五
十
冊

ム
溝
上
太
久
馬
さ
ん
、

う
ち
わ
四
十
本
ム
諏
訪
町
寺
坂

光
子
さ
ん
、
ぶ
ど
う
十
キ
ロ
、
な

し
十
四
キ
ロ
ム
池
田
九
区
吉
田

政
夫
さ
ん
、
う
ち
わ
三
十
五
本

ム
諏
訪
町
竹
田
一
男
さ
ん
、
菓
子

三
十
八
袋

ム
豊
友
サ
ー
ク
ル

、

映
画
、
演
芸

ム
諏
訪
町
岡
村
正

久
さ
ん
、
花

(鉢
物
)
十
鉢

ム

大
村
理
容
組
合
、
散
髪
奉
仕
ム

大
村
市
役
所
職
員
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

収
容
者
個
人
撮
影
(
全
員
)
、
団

体
撮
影

ム
大
村
市
ガ
ー
ル
、
ス

カ
ウ
ト、

歌
、
慰
間
の
手
紙
収
容

者
全
員
へ
、
手
芸
品
そ
の
他
ム

長
崎
市
光
葉
会
、
舞
踊

ム
日
本

専
売
公
社
大
村
出
張
所
、
た
ば
乙

(
パ
ッ
ト
)
百
四
十
箱

ム
大
村

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
二
千
九
百

円
ム
国
立
病
院
北
病
棟
、
平
山

耕
弥
さ
ん
、
タ
オ
ル
二
枚
、
掛
鏡

ム
向
陽
高
校
生
徒
、
チ
リ

四
枚
紙
五、

六
キ
ロ

田
勇
作
さ
ん
、
カ
ス
テ
l
ラ
九
キ

ロ

ム
イ
l
ビ

i
キ
ム
ラ
ヤ
、

ン
三
十
八
個

ム
大
村
市
農
協
青

壮
年
部
、
バ
ナ
ナ
、
な
し
二
十
七

キ

ロ

ム

諏
訪
町
吉
田
ヱ
千
代
さ

ん
、
チ
リ
紙
二
百
グ
ラ
ム
、
菓
子

百
五
十
グ
ラ
ム

ム
長
崎
ヤ
ク
ル

ト
株
式
会
社
、
ヤ
ク
ル

ト
(
大
)

ム
八
幡
町
、
松

四
十
本

ラ
ブ
、
一

万
円

ム
県
社
会
福
祉

協
議
会
、
県
共
同
募
金
会
、
二
千

九

百

円

ム
県
知
事
、
ク
ル
ス
三

十
五
箱
ム
太
村
市
鍛
灸
師
会
、

錨
灸
奉
仕
ム
本
町
八
木
フ
ヂ
エ

さ
ん
、
映
画
招
待
、
コ
l
ラ
十
九

本
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
十
九
箱
ム
大

村
地
区
婦
人
会
、
二
千
円
、
茶
わ

ん
二
十
九
個
、
舞
踊
ム
上
久
原

婦
人
会
、
千
円
ム
横
浜
市
松
本
淳

一
さ
ん
、
二
千
円

ム
国
立
看
護

学
院
生
徒
、
花
一
束

ム
東
京
都

呑
売
豚
喜
さ
ん
、
喜
劇

慰

問

ム

本
町
二
丁
目
田
中
豊
さ
ん
、
男
子

十

一
名
に
合
服
上
下

一
着
、
女
子

十
八
名
に
ひ
ざ
あ
て
用
の
洋
服
生

ム
大
村
ロ

ー
タ
リ
ー
ク

地清
和
国
と
子
ど
も
の
家
へ

ム
市
内
水
田
町

一
O
九
五
の
北
川

ま
す
さ
ん
は
亡
夫
太
郎
さ
ん
の
忌

明
け
に
当
た
り
金

一
封
を

国
立
大
村
病
院
へ

ム
植
松
住
宅
D
五
号
の
井
上
智
さ

ん
は
亡
母
ミ

ヨ
さ
ん
の
忌
明
け

に
当
た
り
ガ
ン
研
究
費
の
一
部

に
と
国
立
大
村
病
院
ガ
ン
診
療

セ
ン
タ
ー
へ
金
一
封
を
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(4) 

特
別
弔
慰
金

国
庫
債
券
を
買
い
上
げ

り

特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
を
持
っ

て
い
る
か
た
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
国
庫
債
券
買
上
償
還
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
市

社
会
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

買
よ
条
件
生
活
保
護
法
に
よ
り

保
護
を
受
け
て
い
る
者
、
ま
た
は

現
に
保
護
を
受
け
て
い
な
い
が
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
者
。

買
上
価
格
別
表
価
格
と
す
る
。

な
お
昭
和
四
十
七
年
二
月
二
十
九

日
ま
で
取
り
扱
い
ま
す
が
買
上
申

請
が
資
金
の
わ
く
に
達
し
た
と
き

は
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

おおむ市政だより

引
揚
者
特
別
交
付
金

国
庫
債
券
を
買
い
上
げ

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券

を
持
っ
て
い
る
か
た
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
国
庫
債
券
買
上
償
還

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
か
た
は
早
め

に
市
社
会
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

買
よ
条
件
生
活
保
護
法
に
よ
り

名 iヰ-I4241JA-債国

保
護
を
受
け
て
い
る
者
、
ま
た
は

現
に
保
護
を
受
け
て
い
な
い
が
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
者
。

買
上
限
度
額
一
記
名
者
に
つ
い

て
十
二
万
円
以
内

買
上
価
格

賦
札
六
枚
分
の
別
表

価
格
と
す
る
。

申
し
込
み
期
限
十
一
月
二
十
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
買
上

申
請
が
資
金
の
わ
く
に
達
し
た
と

き
は
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

!
日
円

金
表
一
容
一

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
8
0
0
0
0
0
0
0
0
0

付
額
一
と
一
日
叩
叩
卯
却
問
別
別
刊
刊

m
m印
叩
初
日
目
別
叩
別

交
上
一
一
一

L
1
6
Q山
札

3
ι
1
9
ι
ι
仏

4
7
9
ι
5
8
1
1

別
買
一
買
一

1
1
1
1
1
2
2
2
3
3
4
5
5
5

特
券
可
十副1
i

l

-

-

I

l

l

i

-

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

-

者
債
一
回
一
引

7
0
4
0
1
8
0
5
0
2
0
0
0
7
0
0
2
9
0
0

陽
措
置
一

1
1
2
2
己

3
3
4
4
5
6
7
7
m
H
H
H
M
日

号
匡
一券一

引
揚
者
特
別
交
付
金

国
庫
債
券
で
生
業
資
金

を
貸
付

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券

を
も
っ
て
い
る
か
た
を
対
象
に
、

つ
ぎ
の
と
お
り
生
業
資
金
の
借
入

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
か
た
は
早
め
に
市
社
会
課

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

貸
付
限
度
額
一
記
名
者
に
つ
い

て
十
五
万
円
以
内

貸
付
額

賦
札
六
枚
分
の
別
表
価

格
と
す
る
。

申
し
込
み
期
限
十
一
月
二
十
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
貸
付
申

請
が
資
金
の
わ
く
に
達
し
た
と
き

は
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

甲
、
乙
種
十
二
月
五
日

試
験
日

受
験
準
備
講
習
会

十
一
月
二
十
七
日
J
十
一
月
二

十
八
日
ま
で
労
働
会
館

く
わ
し
く
は
市
消
防
本
部
へ

子
宮
ガ
ン
の
集
団
検
診

対
象
者
三
十
歳
以
上
の
婦
人

料
金
五
百
円

検
診
方
法
集
団
検
診
車
に
よ
る

検
査

申
し
込
み
方
法
十
一

月
三
十
日

F、
f ¥. 

一
一円

金
表
一
額
一
2
0
4
0
6
8
0
0
0
2
0
0
0
2
0
0
2
4
0
0

付
額
一
土
却
問
問
問

m
m
m
m
M山
口
叩
目
白
訪
印
判
出
回
刊
郎

交
付
一
ィ
一
L
A
h
ι
ι
ι
L
ι
U
G山
仏

A
h
L
ι
1
0
h
L
L
1
u
qい

別
貸
一
貸
一

1
1
1
1
1
2
2
2
3
3
4
5
5
5
7
R

特
券
百
苛
I

l

l

i

-

-
-

-

1

I

l

l

i

-
-

-

-

I

l

l

i

-

-

-

-

-

者
債
十
一
一千
7
0
4
0
1
H
0
5
0
2
0
0
0
7
0
0
2
9
0
0

援
庫
一
百
一

1
1
2
2
2
3
3
4
4
5
6
7
7
刊
日
日
日
間
口

引
国
一知一

ま
で
に
は
が
き
(
住
所
、
氏
名

生
年
月
日
、
世
帯
主
名
を
記

入
)
ま
た
は
電
話
で
衛
生
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実

施

日

十

二
月
中
旬
の
予
定

場

所

大

村

保
健
所

な
お
、
く
わ
し
く
は
衛
生
課

へ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

防

接

種

予

該

当

者

三

歳
以
上
の
も
の
で
接

種
を
希
望
す
る
も
の

接
種
要
領

二
回

接
種
料
金
一
人
一
固
に
つ
き

三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
七
十
円

六
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
九
十
円

十
五
歳
以
上
百
四
十
円
(
年
齢

は
い
ず
れ
も
十
一
月
一
日
現
在
)

浮

意

鶏

卵
に
対
す
る
特
異
体
質

の
あ
る
者
、
熱
の
あ
る
者
、
心
臓

じ
ん
臓
、
糖
尿
病
、
か
っ
け
、
胸

腺
リ
ン
パ
体
質
の
疑
い
が
あ
る
者

そ
の
他
医
師
が
接
種
し
な
い
方
が

よ
い
と
認
め
た
者
は
予
防
接
種
を

受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

実
施
日
程

下
記
の
と
お
り
。

接
種
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時

か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
。

'圃..... 

3ζ 

通

帝IJ

限

市
道
岩
松

川
尻
線

鈴
田
川
右
岸
三
鈴
橋
上
流

か
ら
針
尾
川
合
流
点
ま
で

長
さ
二
百
八
十
メ
ー
ト
ル

昭
和
四
十
六
年
十
月
二
十

二
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年

三
月
二
十
日
ま
で

鈴
田
川
局
部
改
良
工
事
の

た
め

種
別
全
面
通
行
止

な
お
、
う
か
い
路
は
あ
り
ま
す

路
線
名

鈴
田
川

区
間

期
間

目
的

下
請
企
業
の
皆
さ
ま
へ

長
崎
県
下
請
企
業
振
興
協
会
は

下
請
中
小
企
業
振
興
法
に
基
づ
き

昭
和
四
十
六
年
七
月

一
日
に
発
足

し
た
公
益
法
人
で
す
。

(
業
務
の
内
容
)

会
下
請
中
小
企
業
の
振
興
事
業
計

画
の
作
成
及
び
振
興
基
準
の
遵
守

指
導

A
V
下
請
企
業
に
対
す
る
技
術
、
経

営
、
労
務
、
金
融
指
導
、
相
談

A
V
下
請
取
引
の
紹
介
あ
っ
せ
ん

会
下
請
取
引
に
関
す
る
苦
情
、
紛

争
等
の
相
談
、
あ

っ
せ
ん
、
調

停傘
下
請
企
業
に
関
す
る
調
査
、
情

報
の
収
集
及
び
提
供

会
そ
の
他
下
請
企
業
に
関
す
る
こ

と詳
細
は
市
商
工
観
光
課
、
ま
た
は

商
工
会
議
所
へ

111月間同 11月 otiI::l 

古町公民館 11月30日12月7日
植松保育園 (火) I (火〉
宮小路公民館

|市 f受 所 12月1日12月8日
(水) (水〉

市立病院 12月2日12月9日
松原公民館 (木〕 (木)

三浦幼稚園
12月3日12月10日

鈴田出張所
(金〕 (金〕

諏訪公民館

f、

ー'、、ー
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